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新型コロナウイルス感染症の影響に係る特例取扱いについて（通知） 

 

 

平素より本事業の円滑な運営にご協力いただき誠にありがとうございます。 

令和２(2020)年度より、新型コロナウイルス感染症の影響により採用者本人の責によらず派遣先

機関での研究実施が困難になった場合や、海外特別研究員の申請資格である博士号の取得が遅れ採

用年度の４月１日時点において資格要件を満たさない状況が生じた場合等を考慮し、海外特別研究

員事業（RRA 含む）の実施要項及び『日本学術振興会海外特別研究員遵守事項及び諸手続の手引き』

の取扱いについて特例措置を講じてきました。 

このたび、令和５(2023)年５月に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが「２類相

当」から「５類」に変更されたことを踏まえ、当該特例措置は今年度実施分で終了することとしま

す。また、令和６(2024)年度採用内定者につきましては、当該特例措置の対象外となります。 
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